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適用分野

2006A007

警告システム、看護業務における警告システム

作業現場、医療現場

作業、医療行為などを遂行するための個々の業務項目のうち、予め定められた実
行順序のうち、絶対に実行順序を間違ってはならない場合のみ警告を発し、実行順
序を間違っても支障のない場合は警告を発しない。

本発明によれば、予め定められた業務項目の実行順序のうち、絶対に順序を間
違ってはならない場合にのみ警告を発するので、警告には確実に服従することとな
り、警報慣れによる作業ミス、医療ミスをなくすことができる。

看護師は看護師の動作を検知するセンサ４６と
看護師の声を集音するマイク５６とを装着してお
り、一方、サーバ１２にはこれらのセンサ４６、マイ
ク５６からの信号がインプットされると同時にシナ
リオＤＢ３０が連なっており、このシナリオＤＢ３０
には複数の業務にそれぞれ対応する複数の
シナリオが記憶されてい
て、サーバ１２は看護師
がシナリオＤＢ３０のうち
のいずれかを開始したと
き、その業務に対応する
シナリオをＤＢ３０から読
み出し、看護師がそのシ
ナリオに定められた作業
順序通り作業しているか
を監視すると共に、作業
順序を誤ってはならない
ケースに該当したときの
み、警告を発する。


